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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

は
じ
め
に

江
戸
中
期
に
活
動
し
た
深
江
芦
舟
（
元
禄
十
二
年
～
宝
暦
七
年
〈
一
六
九
九

～
一
七
五
七
〉）
は
、
尾
形
光
琳
に
学
ん
だ
と
さ
れ
、
琳
派
の
絵
師
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
画
業
や
生
涯
に
つ
い
て
記
し
た
伝
記

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
実
態
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
確

認
さ
れ
て
い
る
作
品
は
所
在
不
明
と
な
っ
た
も
の
を
含
め
て
も
約
二
十
点
と
少

な
い
。
明
治
期
以
後
の
琳
派
研
究
や
近
年
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
お
い
て
も
、

琳
派
の
系
譜
を
概
観
す
る
場
合
に
名
前
と
作
品
が
一
、二
点
紹
介
さ
れ
る
程
度

で
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
彼
の
作
風
に
つ
い
て
は
、
相
見
香

雨
氏
に
よ
る
墓
石
の
発
見
以
前
の
「
光
琳
よ
り
も
む
し
ろ
俵
屋
宗
達
（
あ
る
い

は
宗
達
工
房
の
末
裔
。
以
下
、「
宗
達
派
」
と
称
す
る
）
に
近
い
絵
画
様
式
」

と
す
る
評
価
を
継
承
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
画
風
を
確
立
し

た
の
か
、
そ
の
変
遷
を
考
え
る
た
め
の
作
品
分
析
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
本
稿
で
は
、
芦
舟
の
作
品
分
析
に
取
り
掛
か
る
前

段
階
と
し
て
、
第
一
章
で
は
江
戸
後
期
お
よ
び
近
代
の
評
伝
や
史
料
か
ら
、
芦

舟
が
後
世
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
を
振
り
返
る
。
第
二

章
で
は
、
今
回
発
見
し
た
新
出
史
料
を
も
と
に
、
芦
舟
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な

生
涯
を
送
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
作
品
制
作
を
進
め
た
の
か
を
考
察
す

る
。な

お
、
本
稿
で
は
、
本
文
中
で
芦
舟
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
は
「
芦
」
の
字

を
用
い
る
が
、
印
章
や
資
料
の
記
述
を
引
用
す
る
場
合
は
旧
字
体
「
蘆
」
を
使

用
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
章
　
芦
舟
研
究
史
概
観

（
一
）　
酒
井
抱
一
の
『
尾
形
流
略
印
譜
』

ま
ず
は
芦
舟
没
後
の
江
戸
後
期
に
、
芦
舟
が
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
て
い
た

か
に
つ
い
て
確
認
し
た
い（
１
）。

　
　
　

深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

鈴 

木
　
え 

み 

こ
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芦
舟
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
し
た
画
人
伝
は
、
江
戸
琳
派
の
祖
・
酒
井
抱
一

に
よ
る
「
緒
方
流
畧
印
譜
」（
一
枚
刷
、
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉）
で
あ
っ

た
。
本
書
で
は
「
蘆
舟
」
の
朱
文
円
印
が
掲
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
二

年
後
に
刊
行
さ
れ
た
改
訂
版
の
『
尾
形
流
略
印
譜
』（
一
冊
、
文
化
十
二
年

〈
一
八
一
五
〉）
に
は
、
印
章
と
と
も
に
「
蘆
々
子 

光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り
」

の
記
述
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
蘆
々
子
」
と
い
う
読
み
は
、
恐
ら
く
「
蘆
舟
」
印
の
読
み
誤
り
で
あ
ろ
う

【
挿
図
１
】。
文
字
が
や
や
潰
れ
て
お
り
、
水
尾
博
氏
も
「〈
蘆
々
子
〉
あ
る
ひ

は
〈
蘆
舟
〉
と
讀
め
る
朱
文
圓
印
で
あ
る
」
と
、
そ
の
判
読
が
困
難
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
る（
２
）。
こ
の
「
蘆
舟
」
朱
文
円
印
は
、
宗
達
派
の
「
伊
年
」
印
や

光
琳
の
「
伊
亮
」
印
な
ど
、
琳
派
の
絵
師
た
ち
が
用
い
た
印
と
同
様
、
中
心
よ

り
も
や
や
上
に
文
字
が
偏
っ
た
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。周

知
の
と
お
り
、

『
尾
形
流
略
印
譜
』
は
、

抱
一
の
光
琳
画
風
に
対

す
る
関
心
が
発
端
と

な
っ
た
顕
彰
事
業
の
一

つ
で
あ
る
が
、
こ
の
印

譜
が
刊
行
さ
れ
る
に

至
っ
た
も
う
一
つ
の
要

因
と
し
て
、
当
時
熱
狂

的
な
光
琳
人
気
が
あ
っ

た
こ
と
も
言
及
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。
こ
の
一
大
ブ
ー
ム
が
起
き
た
頃
、
谷
文
晁
の
『
文
晁
画
談
』（
文

化
八
年
〈
一
八
一
一
〉
刊
行
）「
光
琳
の
鶴
」
の
逸
話
に
も
確
認
で
き
る
通
り（

３
）、

光
琳
人
気
に
乗
じ
た
贋
作
が
多
く
制
作
さ
れ
た
。
抱
一
の
一
枚
刷
「
緒
方
流
畧

印
譜
」
あ
る
い
は
そ
の
二
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
は
、
光
琳

画
の
真
贋
判
定
の
需
要
に
際
し
、
作
品
の
印
章
や
落
款
を
見
極
め
る
手
控
え
の

役
割
も
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
４
）。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
芦
舟
の
項
に
あ
る

「
光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り
」
の
記
述
は
、
光
琳
と
は
異
筆
、
あ
る
い
は
光
琳

真
筆
で
は
な
い
と
い
う
意
味
合
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、『
尾
形
流

略
印
譜
』
刊
行
当
時
の
抱
一
に
と
っ
て
、
芦
舟
の
人
物
像
が
明
ら
か
で
な
か
っ

た
故
の
最
低
限
の
記
述
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る（
５
）。

（
二
）　『
古
画
備
考
』
の
問
題
点

抱
一
の
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
次
い
で
芦
舟
を
取
り
上
げ
て
い
る
資
料
は
、

朝
岡
興
禎
の
『
古
画
備
考
』（
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
〇
〉
起
筆
）
巻
三
十
五
「
光

悦
派
」
で
あ
る（
６
）。

東
京
藝
術
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
本
に
は
、「
蘆
舟
」
朱
文

円
印
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
隣
に
は
「
光
琳
印
譜
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
て
、
朝
岡
は
、「
芦
舟　

按
應
擧
弟
子
芦
雪
ノ
嗣
也/

上
人
誤
テ
印

譜
ニ
入
ト
云
」
と
解
説
し
て
い
る
。「
上
人
」
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
刊
行

し
た
抱
一
を
指
す
。
そ
の
抱
一
が
、
芦
舟
と
い
う
人
物
を
「
誤
っ
て
印
譜
に
入

れ
た
と
証
言
し
た
」
と
言
う
の
で
あ
る
。「
應
擧
弟
子
芦
雪
ノ
嗣
」
と
は
、
長

澤
芦
雪
の
養
子
で
あ
っ
た
長
澤
芦
洲
（
明
和
四
～
弘
化
四
年
〈
一
七
六
七
～

一
八
四
七
〉）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
か
ら
印
を
写
し
て
い
る

挿図 1　「蘆舟」朱文円印
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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
蘆
々
子 

光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り
」
の
記
述
を
引
用
し

て
い
な
い
事
か
ら
も
、
朝
岡
は
芦
舟
を
長
澤
芦
洲
と
同
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
長
澤
芦
洲
そ
の
人
の
画
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
項
と
は
別
に
『
古

画
備
考
』
巻
二
十
九
「
近
世 

一
」
に
項
を
立
て
て
解
説
し
て
い
る
。

明
治
期
に
増
補
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
本
『
古
画
備
考
』
で
は
、
中
野

其
明
増
補
版
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
「
光
琳
遺
風
何
人
カ
シ
ラ
ス
」
の
記
述

を
引
用
し
て
お
り
（
註
5
を
参
照
）、
さ
ら
に
朱
筆
で
「
蘆
々
子
未
詳
姓
氏 

画

風
髣
髴
光
琳 

画
人
伝
人
名
辞
書
按
蘆
舟
用
光
琳
風
之
印
且
印
文
亦
草
體
而
如

蘆
々
子
故
誤
款 

本
編
為
應
擧
之
弟
子
或
画
光
琳
風
者
呼
可
糺
」
と
追
記
が
あ

る
。
ま
た
、
墨
筆
で
「
□
曰
蘆
々
子
号
一
樹
出
本
前
与
一
樹
同
人
也 

扶
桑
略

画
伝
及
緒
方
流
畧
印
譜
共
蘆
々
子
号
一
樹
云
々
芦
雪
□
与
蘆
舟
別
人
也
」
と
見

解
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
朱
筆
の
追
記
部
分
の
大
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「『
蘆
々
子
』
な
る
人
物
の
姓
氏
は
わ
か
ら
な
い
が
、
光
琳
を
髣
髴
と
さ
せ
る
画

風
で
あ
る
。
画
人
伝
や
人
名
辞
典
な
ど
で
は
、『
芦
舟
』
は
光
琳
風
の
印
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、『
蘆
々
子
』
の
よ

う
に
読
ま
れ
て
き
た
が
故
に
か
え
っ
て
誤
解
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。
本
編
は

応
挙
弟
子
（
長
澤
芦
洲
）
と
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
光
琳
風
を
描
く
者
と
呼
ぶ

の
を
正
し
た
方
が
よ
い
」。
前
半
部
分
は
古
筆
了
仲
編
『
扶
桑
画
人
傳
』（
明
治

十
七
年
〈
一
八
八
四（
７
）〉）

に
記
載
の
あ
る
、「
蘆
々
子
」「
姓
名
詳
ナ
ラ
ス
光
琳

ノ
画
風
ニ
髣
髴
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
に
依
っ
た
補
筆
と
思
わ
れ
る
。
後
半
は
こ

れ
ま
で
「
蘆
々
子
」
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
朝
岡
の
記
述
に
従
っ
て
註
を
加
え
て
い
る
。
次
に
、
墨
筆
の
追
記
に
は
、

「
蘆
々
子
は
一
樹
と
号
し
、『
扶
桑
名
画
伝
』
や
「
緒
方
流
畧
印
譜
」
に
記
さ
れ

た
「
蘆
々
子
」
は
一
樹
の
号
で
あ
り
、（
長
澤
）
蘆
雪
の
子
と
蘆
舟
は
別
人
で

あ
る
」
と
、
朝
岡
の
「
芦
舟
・
芦
洲
同
人
説
」
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い

る
。こ

の
墨
筆
の
補
筆
に
登
場
す
る
「
一
樹
」
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。一
枚
刷
「
緒
方
流
畧
印
譜
」
及
び
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
、

宗
達
光
琳
の
画
風
を
描
い
た
元
禄
以
前
の
人
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

作
品
は
一
つ
も
伝
存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
朱
文
方
印
の
使
用
例
が
あ
っ
た
こ
と

が
伝
わ
る
の
み
で
あ
る
。
抱
一
と
同
時
期
に
活
動
し
た
秋
田
藩
の
御
用
絵
師
・

菅
原
洞
斎
が
著
し
た
『
画
師
姓
名
冠
字
類
抄
』
に
は
、
光
琳
の
項
に
そ
の
一
樹

の
朱
文
方
印
が
紹
介
さ
れ
、
光
琳
の
別
号
と
さ
れ
て
い
た（

８
）。

と
こ
ろ
で
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
『
古
画
備
考
』
の
記
述
に

は
、
一
つ
疑
問
が
残
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
朝
岡
は
、
抱
一
が
芦
舟
を
「
蘆
々

子
」
と
読
ん
で
い
た
の
を
、「
蘆
舟
」
と
朱
文
円
印
を
正
し
く
読
み
、
そ
こ
か

ら
円
山
派
の
「
蘆
洲
」
と
紐
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

思
い
当
た
る
こ
と
と
言
え
ば
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
や
『
古
画
備
考
』
で
は
、

芦
舟
の
ひ
と
つ
前
の
項
で
「
長
洲
」
と
い
う
絵
師
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
で
あ

る
。
長
洲
は
、
安
永
・
天
明
年
間
に
活
動
し
た
大
坂
の
絵
師
で
、「
藤
図
扇
面
」

や
「
鶏
頭
葉
鶏
頭
図
」
な
ど
の
作
品
が
伝
存
し
て
い
る
。

朝
岡
自
身
の
分
析
に
よ
っ
て
、「
長
洲
」
か
ら
「
蘆
舟
」
の
読
み
が
繋
が
り
、

「
蘆
洲
」
へ
と
連
想
し
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
尾
形
流
略

印
譜
』
の
記
述
を
全
く
採
用
せ
ず
、
恐
ら
く
作
品
を
実
見
し
て
い
な
い
朝
岡

が
、
芦
舟
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
筆
者
は
、「
芦
々
子
」

を
「
芦
舟
」
と
読
み
改
め
た
の
は
朝
岡
で
は
な
く
、「
誤
テ
印
譜
ニ
入
」
と
述
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べ
た
抱
一
そ
の
人
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後

述
の
要
素
も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。

（
三
）　「
住
吉
家
古
画
留
帳
」

今
回
の
調
査
で
、
住
吉
家
に
伝
わ
っ
た
鑑
定
録
「
住
吉
家
古
画
留
帳（
９
）」（
全

七
巻
、
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
起
筆
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）

に
、「
蘆
舟
」
印
の
あ
る
作
品
が
住
吉
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
記
録
を
二
つ
発
見

し
た
。
う
ち
一
件
は
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
九
月
頃
に
光
琳
画
と
し
て
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
を
「
不
宜
」
と
し
た
上
で
、「
蘆
舟
」
印
を
拡
大
し
て
写
し

て
い
る
【
挿
図
２
】。
こ
の
こ
と
か
ら
、
住
吉
家
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
所
載

の
「
蘆
舟
」
朱
文
円
印
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
な
か
っ
た
事
が
わ
か
る
。
も
う

一
件
は
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
月
頃
に
住
吉
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
作
品

【
挿
図
３
】
で
、
抱
一
の
箱
書
を
有
し
、
抱
一
が
所
持
し
た
と
伝
わ
る
「
梅
月

図
」
と
よ
く
似
た
図
で
あ
る
【
挿
図
４
】。
こ
れ
は
相
見
香
雨
氏
に
よ
っ
て
紹

介
さ
れ
た
作
品
で
、
売
立
目
録
（
大
正
三
年
〈
一
九
一
四
〉
五
月
十
四
日
に
開

催
さ
れ
た
某
家
に
よ
る
売
立
及
び
昭
和
六
年
〈
一
九
三
四
〉
五
月
十
九
日
に
開

催
さ
れ
た
説
田
彦
助
に
よ
る
売
立
）
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
現
在

は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
を
鑑
定
し
た
住
吉
家
の
者
は
、「
こ

の
印
初
め
て
見
る
」
と
し
て
、
光
琳
筆
か
否
か
に
関
し
て
は
「
不
宜
」
と
判
断

し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
「
蘆
舟
」
朱
文
円
印
に
つ
い
て
は
認
知
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
真
に
抱
一
に
よ
る
箱
書
き
で
あ
れ
ば
、
抱
一

は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
刊
行
さ
れ
た
文
化
年
間
か
ら
没
す
る
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
ま
で
の
間
に
、「
蘆
々
子
」
と
読
ん
で
い
た
朱
文
円
印
が
、
正
し

く
は
「
芦
舟
」
で
あ
っ
た
と
見
直
す
に
至
っ
た
と
判
断
で
き
る
が
、
画
質
の
悪

い
売
立
目
録
の
「
梅
月
図
」
の
箱
書
き
の
記
載
に
抱
一
の
署
名
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
箱
書
き
が
真
に
抱
一
に
よ
る
か
は
再
検
討
を
要
す
る
が
、
そ
の

筆
跡
は
や
や
痩
せ
気
味
で
鋭
く
、
抱
一
の
も
の
に
近
い
印
象
で
あ
る
【
挿
図

５
】。

（
四
）　
水
戸
徳
川
家
と
抱
一

さ
ら
に
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
） 

十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
徳
川

侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
」
の
売
立
に
、
芦
舟
筆
「
秋
草
風
呂
先
中
屏
風
」（
マ
マ
）

が
あ
る
の
を
今
回
初
め
て
発
見
し
た（

（1
（

【
挿
図
６
】。
水
戸
徳
川
家
の
十
三
代
・

徳
川
圀
順
の
旧
蔵
品
と
伝
わ
る
本
作
は
、
萩
と
思
わ
れ
る
秋
草
が
左
上
と
右
下

挿図 2　�住吉家古画留帳（東京藝術大学附属図書
館所蔵）より「墨梅図」
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挿図 3　�住吉家古画留帖（東京藝術大学附属図
書館所蔵）より「梅月図」

挿図 4　「梅月図」 挿図 5　�「梅月図」
箱書き

挿図 6　「秋草風呂先図中屏風」
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か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
構
図
で
描
か
れ
て
お
り
、
尾
形
乾
山
筆
「
秋
萩
図
」（
畠

山
記
念
館
所
蔵
） 

と
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
も
、
現
在
は
所
在
不
明
で
あ

る
。
同
じ
売
立
目
録
に
は
、
抱
一
筆
「
菊
水
風
呂
先
屏
風
」（
マ
マ
）
や
宗
達

筆
「
柏
芍
薬
図
」
の
ほ
か
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
雪
村
筆
「
蝦
蟇
鉄

拐
図
」
な
ど
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
名
宝
の
ほ
と
ん
ど
は
、
抱
一
と

同
時
代
に
生
き
、
古
美
術
や
古
道
具
を
多
く
蒐
集
し
た
八
代
藩
主
徳
川
斉
脩
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
と
い
う
。

抱
一
と
水
戸
徳
川
家
、
と
く
に
斉
脩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
抱
一
に
よ
る

句
集
『
軽
挙
館
句
藻
』
に
記
載
が
あ
る
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
一
月

十
一
日
に
、
抱
一
が
制
作
し
た
対
幅
の
菊
紅
葉
図
の
返
礼
と
し
て
、
小
石
川
の

斉
脩
邸
宅
で
開
か
れ
た
茶
会
に
主
客
と
し
て
招
か
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
茶

道
具
な
ど
も
詳
細
に
記
し
た
そ
の
記
録
は
、
こ
の
句
集
の
中
で
も
群
を
抜
い
て

長
文
で
あ
り
、
抱
一
に
と
っ
て
い
か
に
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

ま
た
、『
古
画
備
考
』「
光
悦
派
」
所
載
の
抱
一
の
項
に
は
、「
文
政
九
年
ヨ

リ
、
水
戸
家
ヘ
書
画
ノ
売
品
ヲ
常
ニ
出
サ
ル
ゝ
事
、
兼
テ
聞
及
ベ
リ
」
と
あ

り
、
斉
脩
と
抱
一
が
書
画
を
頻
繁
に
取
引
す
る
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
「
書
画
」
に
関
連
し
て
、
牧
野
宏
子
氏
は
、
文
政
年
間
に
抱
一
か
ら

水
戸
徳
川
家
の
家
臣
・
岡
本
伝
之
助
に
宛
て
た
書
状
四
十
通
を
紹
介
し
て
お

り
、
抱
一
が
書
画
鑑
定
に
よ
っ
て
水
戸
徳
川
家
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
様

子
が
伺
え
る（

（1
（

。実
際
、
抱
一
に
は
い
く
つ
か
贔
屓
に
し
て
い
た
道
具
屋
が
あ
り
、

抱
一
が
美
術
品
の
鑑
定
を
行
う
こ
と
で
、
商
談
の
仲
介
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
取
引
の
中
で
、
抱
一
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
古
道
具
・
古
美

術
の
類
を
鑑
定
し
、
徳
川
家
へ
購
入
を
薦
め
た
の
か
は
、
不
明
な
部
分
が
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
、
こ
の
水
戸
徳
川
家
伝
来
の
芦
舟
筆
の
風
炉
先
屏

風
は
、
ほ
か
の
茶
道
具
類
や
琳
派
の
絵
師
に
よ
る
美
術
品
と
と
も
に
、
抱
一
に

よ
っ
て
鑑
定
さ
れ
、
購
入
を
薦
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
抱
一
が
芦
舟
を
光
琳
画
に
似
た
絵
を
描
く
絵
師
と
認
知
し
た
上
で
、

茶
の
湯
を
好
ん
だ
斉
脩
に
購
入
を
薦
め
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、「
住
吉
家
古
画
留
帳
」
お
よ
び
「
徳
川
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
」

の
記
載
か
ら
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
以
後
の
文
政
年
間
に
も
抱
一
が
芦
舟
作

品
を
め
ぐ
っ
て
動
い
て
い
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
住
吉
家
に
持

ち
込
ま
れ
た
「
梅
月
図
」
に
は
抱
一
に
よ
る
箱
書
き
が
あ
る
と
さ
れ
、
抱
一

が
「
蘆
々
子
」
と
読
ん
で
い
た
の
を
「
蘆
舟
」
と
読
み
改
め
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
抱
一
と
懇
意
に
し
て
い
た
水
戸
徳
川
家
か
ら
、
ほ
か
の
琳
派
作

品
な
ど
と
と
も
に
「
秋
草
風
呂
先
中
屏
風
」
売
立
に
出
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
水
戸
徳
川
家
に
入
っ
た
際
に
、
抱
一
が
助
言
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
考
察
は
、『
古
画
備
考
』
の
記
述
と
齟
齬
が
生
じ
る
も
の
の
、
抱
一
に

よ
る
地
道
な
尾
形
流
研
究
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
以
後
に
も
続
け
ら
れ
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

（
五
）　『
稲
茎
』

最
後
に
、
相
見
香
雨
氏
旧
蔵
の
『
稲
茎
』
と
い
う
写
本
六
冊
（
九
州
大
学
図

書
館
相
見
文
庫
所
蔵
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い（

（1
（

。
こ
の
第
一
巻
に
「
一
、
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尾
形
光
琳
弟
子
銀
座
人
之
内　

深
井
庄
六
ト
云
モ
ノ
有
蘆
子
ト
号
シ
テ
光
琳
風

ヲ
ヨ
ク
画
ク
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
芦
舟
と
光
琳
の
直
接
的
な
関
係
が
明
言

さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
深
井
（
正
し
く
は
深
江
）
姓
で
あ
っ
た
事
、
本
名
を

庄
六
と
い
う
事
、「
蘆
子
」
と
号
し
て
い
た
事
（
相
見
氏
は
「
有
蘆
子
」
と
読

ん
だ
）、
銀
座
役
人
で
あ
っ
た
事
な
ど
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、

第
二
章
に
見
て
い
く
よ
う
に
、
芦
舟
の
生
涯
に
つ
い
て
ほ
ぼ
的
確
に
言
い
表
し

て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
史
料
で
あ
る
。
著
者
は
善
亭
と
い
う
人
物
で
、
何
者

か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
序
文
に
「
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
丙
子
年

初
夏 

八
九
翁
善
亭
漫
書
」
と
あ
り
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
生
ま
れ
と

わ
か
る
。
善
亭
が
生
ま
れ
た
当
時
芦
舟
は
数
え
三
十
歳
で
、
ま
た
宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
に
五
十
九
歳
で
没
す
る
か
ら
、
亡
く
な
る
ま
で
の
二
十
九
年
の

間
に
、
善
亭
が
実
際
に
芦
舟
と
面
識
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
の
『
稲
茎
』
と
い
う
写
本
は
、
雑
多
な
事
を
箇
条
書
き
す
る
備
忘
録
の
よ

う
な
も
の
ら
し
い
。
例
え
ば
、
鎗
術
の
宝
蔵
院
流
や
自
然
流
に
関
す
る
記
述

や
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
朝
鮮
通
信
使
来
日
の
日
程
等
の
記
述
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
芦
舟
の
項
の
す
ぐ
後
に
は
「
文
化
十
二
年 

亥
十
一
月
廿
一
日

　

武
州
千
住
宿　

酒
戦
会
」
と
あ
る
。「
酒
戦
会
」
は
、
出
席
者
や
そ
の
成
績

か
ら
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
正
し
く
は
同
年
十
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
千
住

の
酒
合
戦
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
こ
れ
は
千
住
の
飛
脚
宿
の
主
人
・
中
屋
六
右
衛

門
の
還
暦
祝
い
に
催
さ
れ
た
宴
会
で
、
亀
田
鵬
斎
や
谷
文
晁
、
そ
し
て
抱
一
も

招
か
れ
て
い
る
。
抱
一
が
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
刊
行
し
た
の
も
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
善
亭
な
る
人
物
は
抱
一
に
近
い
文
化
圏
に
属

し
た
教
養
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

京
都
出
身
の
芦
舟
に
つ
い
て
、
光
琳
に
師
事
し
た
事
や
、
同
時
代
に
活
動
し

た
抱
一
も
知
り
得
な
か
っ
た
深
井
（
江
）
姓
に
つ
い
て
、
江
戸
で
活
動
し
た
と

思
わ
れ
る
善
亭
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
芦
舟
作
品
が
江
戸
で
鑑
賞
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
江
戸
後
期
に
至
る
ま
で
の
芦
舟
に
関
す
る
記
述
の
紹
介
と
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
光
琳
画
の
人
気
の
高
ま
り
、
あ
る
い
は
抱
一

の
光
琳
顕
彰
事
業
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
芦
舟
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
芦
舟
の
人
物
像
を
捉
え
て
い
た
の
は
『
稲
茎
』
の
み

で
あ
り
、
抱
一
で
さ
え
も
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
時
点
で
は
「
光
琳
に
よ
く
似

た
り
」
と
記
す
に
と
ど
め
、
そ
の
師
弟
関
係
の
有
無
や
活
動
範
囲
、
出
自
に
つ

い
て
追
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
『
稲
茎
』
を
記
し
た
善
亭
な
る
人
物

と
、
抱
一
や
そ
の
周
辺
の
文
化
人
と
の
関
係
が
よ
り
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
芦
舟

作
品
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
六
）　
近
代
の
芦
舟
評
価

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
芦
舟
の
画
人
伝
で
は
、
そ
の
画
人
名
が
か
ろ
う
じ

て
印
章
か
ら
判
別
で
き
る
程
度
で
、
そ
の
伝
記
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
事
、
ま
た
、
明
治
初
頭
ま
で
の
認
識
で
は
、
今
日
の
評
価
の
よ
う
に
「
宗

達
派
に
近
い
」
と
い
う
認
識
は
無
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
光
琳
の
画
に
よ

く
似
た
り
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
芦
舟
画
の
認
識
が

光
琳
風
か
ら
宗
達
派
に
近
い
も
の
へ
と
変
わ
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
な
の
で
あ
ろ



− 8−− 9−

う
か
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、

美
術
雑
誌
『
国
華
』
に
お
い
て
最

も
早
く
紹
介
さ
れ
た
「
草
花
図
屏

風
」【
挿
図
７
】（
福
田
美
術
館
所

蔵
、
重
要
文
化
財
）
は
、
当
時
別

府
金
七
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
紹
介
し
た
記
事
で
は
、「
光
琳

に
逼
肖
し
て
、
筆
力
亦
大
に
み
る

べ
き
も
の
あ
る
も
…
」
と
綴
ら
れ

て
お
り
、
依
然
光
琳
風
の
認
識
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

と
こ
ろ
が
、
大
正
期
頃
か

ら
、
芦
舟
作
品
を
宗
達
に
近
い
と
見
る
向
き
が
散
見
さ
れ
始
め
る
。
管
見
の

限
り
最
も
早
い
記
述
は
、『
芸
林
画
譜
』（
大
正
十
―
十
二
年
〈
一
九
二
一
―

一
九
二
三
〉）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
ご
と
に
絵
画
作
品
を

紹
介
し
た
書
籍
で
あ
る
が
、
そ
の
「
第
九
集 

朝
顔
之
巻
」
に
、
神
坂
雪
佳
旧

蔵
「
朝
顔
図
」（「
立
葵
図
」、
細
見
美
術
館
所
蔵
）【
挿
図
８
】
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
解
説
に
は
、「
蘆
舟
と
は
果
し
て
何
人
な
る
や
其
傳
を
詳
か
に
せ
ぬ
が

宗
達
の
門
に
あ
っ
た
画
□
で
あ
る
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
に

は
芦
舟
が
光
琳
で
は
な
く
宗
達
門
下
の
絵
師
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る（

（1
（

。
さ
ら
に
、
戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
開
催
さ
れ
た
東
京
国
立

博
物
館
の
展
覧
会
「
宗
達
・
光
琳
派
」
に
は
、
芦
舟
筆
「
紅
葉
人
物
図
」（「
仕

丁
図
」、
パ
ワ
ー
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
）【
挿
図
９
】「
草
花
図
」（「
夏
草
図
」、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
美
術
館
所
蔵
）【
挿
図
10
】
も
出
品
さ
れ
た
。
陳
列
順
が
宗
達

挿図 7　「草花図屏風」（福田美術館所蔵）

挿図 8　「立葵図」（細見美術館所蔵）
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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

よ
り
後
、
光
琳
よ
り
先
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
当
時
「
光
琳
よ
り
も
む
し
ろ

古
風
で
、
宗
達
に
近
い
」
と
い
う
美

術
史
家
・
美
術
蒐
集
家
の
意
見
に
後

押
し
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

こ
の
「
宗
達
・
光
琳
派
」
展
以

後
、「
蔦
の
細
道
図
屏
風
」（
東
京
国

立
博
物
館
所
蔵
）
や
草
花
図
な
ど
の

芦
舟
作
品
が
雑
誌
『
国
華
』
に
相
次

い
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
同
じ
頃
、
実

業
家
で
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
原
三
渓

も
、
芦
舟
に
つ
い
て
「
此
画
、
円
脱

自
在
、
行
雲
流
水
、
其
止
マ
ル
所
ヲ

知
ラ
ズ
、
宗
達
ニ
得
テ
、
別
ニ
悠
然

自
ラ
怡
ブ
ノ
情
…
（
中
略
）
…
恐

ク
ハ
宗
達
ニ
共
鳴
シ
、
或
ハ
其
刺
戟

ヲ
受
ケ
タ
ル
同
調
異
曲
ノ
人
ナ
ラ
ン

カ（
（1
（

」 

と
評
し
て
お
り
、
宗
達
の
追
随

者
と
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
言
説
の
端
緒
と
な
っ

た
記
述
は
、
今
回
の
調
査
で
は
特
定

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
大

正
期
以
後
の
芦
舟
観
の
変
遷
に
は
、

挿図 9　�「仕丁図」（パワーズコレクション
所蔵）

挿図 10�　「夏草図」（セントルイス美術館所蔵）
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近
代
に
お
け
る
琳
派
受
容
、
特
に
宗
達
の
再
発
見
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

近
代
以
降
の
琳
派
再
評
価
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
既
に
玉
蟲
敏
子
氏
や
古
田

亮
氏
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

明
治
初
期
に
は
、
西
欧
諸
国
で
琳
派
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
美
術
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
光
琳
関
係
の
出
版
物
が
輸
出
さ
れ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
国

内
で
の
光
琳
画
再
注
目
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
が
、
大
正
期
に
な
る
と
、
今
度

は
平
家
納
経
の
宗
達
補
修
説
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も
に
、
本
阿
弥
光
悦
と
い
う

江
戸
前
期
の
大
数
寄
者
の
影
に
埋
も
れ
て
い
た
、
宗
達
の
存
在
が
改
め
て
注
目

さ
れ
始
め
た（

（1
（

。

ま
た
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
日
本
美
術
協
会
主
催
の
「
俵
屋
宗
達

記
念
会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
画
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
特
に
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
に
再
興
さ
れ
た
日
本
美
術
院
で
は
、
日
本
画
家
・
今
村
紫
紅

が
、
前
述
の
原
三
渓
と
同
様
宗
達
を
高
く
評
価
し
、
宗
達
様
式
を
画
風
に
取
り

入
れ
て
お
り
、
や
が
て
次
世
代
の
画
家
で
あ
る
安
田
靫
彦
や
小
林
古
径
ら
も
宗

達
に
倣
う
と
い
う
形
で
擬
古
典
主
義
的
な
画
風
を
展
開
し
た
。
大
正
期
は
、
美

術
史
家
・
美
術
家
の
間
で
空
前
の
宗
達
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
宗
達
と
い
う
一
人
の
絵
師
が
改
め
て
注
目
さ
れ
た
大
正
期
に
、
芦
舟
の

評
価
は
「
光
琳
風
」
か
ら
「
宗
達
に
共
鳴
」
し
た
絵
師
で
あ
っ
た
と
、
解
釈
が

一
変
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
当
時
は
芦
舟
の
具
体
的
な
活
動
時
期
が
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
作
風
か
ら
影
響
関
係
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
が
行

わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
光
琳
画
の
破
綻
の
な
い
画
面
構
成
や
色
彩
が
、

「
装
飾
芸
術
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
賛
美
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
緊
張
感
に

欠
け
、
お
お
ら
か
な
印
象
の
芦
舟
作
品
は
宗
達
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
、
相
見
香
雨
氏
に
よ
っ
て
芦
舟
の
墓
が

発
見
さ
れ
、
芦
舟
が
銀
座
年
寄
深
江
庄
左
衛
門
の
子
・
深
江
庄
六
で
あ
っ
た
事

が
詳
ら
か
に
な
っ
た（

（2
（

。
こ
の
発
見
に
よ
っ
て
、
芦
舟
が
光
琳
よ
り
も
後
の
世
代

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
絵
画
様
式
に
つ
い
て
は
、
相
見
氏
は
芦
舟
が
宗

達
画
風
を
継
承
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
改
め
る
事
は
な
か
っ
た
。
明
治
期
以

後
、
芦
舟
が
宗
達
派
に
影
響
を
受
け
た
と
す
る
言
説
が
、
こ
う
し
て
定
説
と

な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
　
芦
舟
の
生
涯

（
一
）　
父
・
深
江
庄
左
衛
門

こ
こ
か
ら
は
、
相
見
香
雨
氏
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
新
資
料
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
芦
舟
の
生
涯
を
見
て
ゆ
く
。
探
墓
家
の
山
本
臨
乗
氏
と
交
わ
し

た
雑
談
を
も
と
に
、
相
見
氏
は
芦
舟
の
墓
を
発
見
し
た
。
場
所
は
黒
谷
に
あ
る

金
戒
光
明
寺
西
雲
院
で
あ
る
。

筆
者
も
金
戒
光
明
寺
の
住
職
・
橋
本
氏
の
案
内
の
も
と
、
芦
舟
の
墓
石
を

確
認
し
た
【
挿
図
11
】。
そ
こ
に
は
、「
青
白
堂
蘆
舟
居
士
」
と
法
名
が
書

か
れ
て
い
た
ほ
か
、
相
見
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
帳
に
は
宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
四
月
八
日
に
数
え
五
十
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
事
、
本
名
が
深
江

庄
六
で
あ
っ
た
事
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
地
に
は
、
芦
舟

の
ほ
か
に
父
庄
左
衛
門
、
弟
の
九
八
郎
（
号
は
芦
雪
）、
芦
舟
の
子
・
庄
七
の
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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

墓
も
あ
る
。
庄
七
と
九
八
郎
は
そ
れ
ぞ
れ
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
相
次
い

で
亡
く
な
り
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
翌
年
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
芦

舟
自
身
も
没
し
た
。

深
江
家
は
、
江
戸
前
期
よ
り
代
々
銀
座
役
人
を
務
め
た
名
家
で
あ
っ
た
。
当

主
は
「
庄
左
衛
門
」
を
世
襲
し
、
巨
万
の
富
を
築
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
遡

る
と
寛
永
年
間
の
大
阪
両
替
町
の
五
人
組
に
「
深
江
屋
庄
左
衛
門
」
の
名
前
が

あ
り
、
さ
ら
に
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
の
銀
座
人
た
ち
が
拝
領
し
た
屋
敷

の
記
録
に
「
拾
四
間 

深 

庄
右
衛
門
」
と
あ
る
の
が
確
認
で
き
る（

（2
（

。
芦
舟
の
父

も
、
尾
形
光
琳
の
支
援
者
と
し
て
知
ら
れ
る
中
村
内
蔵
助
と
と
も
に
働
い
た
銀

座
役
人
の
筆
頭
で
あ
っ
た
が
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
一
斉
闕
所
・
流
罪

と
な
り
、
三
宅
島
で
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
四
十
七
歳
で
病
死
し
た
。

過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
芦
舟
の
父
は
、
書
典
を
愛
し
、
若
く
し
て
仏
門
を
志
す

な
ど
、
勤
勉
な
人
物
で
あ
っ
た
。
宇
治
・
万
福
寺
の
高
泉
性
や
南
禅
寺
の
英
中

玄
賢
に
参
禅
し
、
自
ら
の
血
で
書
き
記
し
た
『
観
音
普
門
品
』
に
序
跋
を
依
頼

し
た
と
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
巷
説
類
を
実
録
し
た
『
月
堂
見
聞
集
』（
江

戸
中
期
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
庄
左
衛
門
が
闕
所
に
な
っ
た
際
、
私
版
の
歴
史

書
『
通
鑑
綱
目
』
が
売
立
に
出
さ
れ
、
銀
十
五
貫
三
十
匁
で
経
師
屋
平
兵
衛
に

購
入
さ
れ
た
と
い
う（

（2
（

。
同
時
期
に
行
わ
れ
た
売
立
で
、
人
気
作
家
で
あ
っ
た
光

琳
の
硯
箱
が
約
五
百
匁
、
ま
た
、
光
琳
が
晩
年
に
造
営
し
た
屋

敷
の
最
終
的
な
見
積
も
り
が
約
十
三
貫
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の

『
通
鑑
綱
目
』
は
相
当
高
値
で
取
引
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

銀
座
手
入
の
際
に
没
収
さ
れ
た
私
財
や
屋
敷
に
つ
い
て
は
、

落
札
目
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
相
見
氏
が
美
術
雑
誌
『
国

寶
』
に
紹
介
し
た
『
銀
座
諸
道
具
落
札（

（2
（

』
で
あ
る
が
、
こ
の
記

録
を
見
る
と
、
庄
左
衛
門
は
別
邸
や
茶
室
の
「
独
楽
庵
」
を
含

め
て
五
つ
の
屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
内
蔵
助
は
本

宅
と
高
辻
大
宮
西
へ
入
町
の
屋
敷
の
二
軒
の
み
で
あ
る
。ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
の
諸
道
具
の
落
札
額
の
差
は
、
ざ
っ
と
見
積

も
っ
て
も
六
十
貫
以
上
で
あ
っ
た
。
内
蔵
助
に
比
べ
る
と
、
庄

左
衛
門
が
所
持
し
た
屋
敷
の
数
や
諸
道
具
類
は
圧
倒
的
に
多

い
。し

か
し
、
所
有
し
た
私
財
の
内
訳
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の

挿図 11　�芦舟の墓、金戒光明寺西雲院にて（2022 年 10
月 23 日撮影）
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性
格
の
違
い
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
内
蔵
助
の
本

宅
の
私
財
で
は
屏
風
や
掛
け
も
の
、
蒔
絵
の
品
々
な
ど
の
華
や
か
に
生
活
を
飾

る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
庄
左
衛
門
の
私
財
は
、
古
手
も
の
や
端
物
な
ど
実
用

的
と
は
言
え
な
い
も
の
や
、
書
物
が
多
い
。
一
方
で
、
闕
所
の
際
に
売
り
に
出

さ
れ
た
庄
左
衛
門
所
蔵
品
の
う
ち
、
法
隆
寺
什
物
と
言
わ
れ
る
片
輪
車
の
蒔
絵

（
二
十
八
貫
七
百
九
十
目
余
）
や
、
名
宝
ち
と
せ
硯
箱
（
三
十
貫
五
百
目
余
）、

若
狭
盆
（
八
貫
七
百
三
十
目
）
な
ど
の
名
品
は
、
入
札
だ
け
行
っ
て
売
り
払
わ

れ
ず
、
二
条
城
内
の
御
蔵
に
収
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
蒐
集
し
た
品
々
に
は
質
の

高
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』（
享
保
二
年
〈
一
七
一
七
〉
頃
成
立（

（2
（

）
の
貯
蓄

高
の
項
を
見
て
も
、
や
は
り
庄
左
衛
門
の
方
が
圧
倒
的
に
小
判
や
銀
貨
の
貯
蓄

は
多
い
が
、
内
蔵
助
の
場
合
、
庄
左
衛
門
は
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
贈
答
用
の

黄
金
（
大
判
）
が
十
四
枚
も
含
ま
れ
て
い
る
事
や
、
地
方
流
通
貨
幣
で
あ
る
甲

州
金
や
南
部
金
が
散
見
さ
れ
る
。
相
見
氏
が
言
う
よ
う
に
、
貯
蓄
高
で
い
え
ば

庄
左
衛
門
が
群
を
抜
い
て
い
る
の
は
、
内
蔵
助
ほ
ど
豪
遊
す
る
こ
と
に
関
心
を

示
さ
な
か
っ
た
故
か
も
し
れ
な
い
。

芦
舟
の
父
・
庄
左
衛
門
は
、
莫
大
な
富
を
築
い
た
銀
座
役
人
の
筆
頭
で
あ
り

な
が
ら
、
古
物
へ
の
関
心
が
強
く
、
勤
勉
な
様
子
が
伺
え
た
が
、
そ
れ
で
は
な

ぜ
庄
左
衛
門
は
、
三
宅
島
へ
島
流
し
の
罪
に
問
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。そ

の
原
因
は
、
荻
原
重
秀
の
貨
幣
改
鋳
に
関
与
し
、
私
腹
を
肥
や
し
た
こ
と

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
に
鋳
造
さ
れ
た
「
永

字
銀
」
に
始
ま
る
数
度
の
悪
銀
鋳
造
を
咎
め
ら
れ
た
も
の
で
、
正
徳
四
年

（
一
七
一
四
）
五
月
十
三
日
に
は
、
江
戸
に
お
け
る
銀
座
人
召
捕
り
、
京
都
銀

座
人
の
居
宅
・
諸
道
具
・
土
蔵
封
印
が
相
次
い
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
庄

左
衛
門
が
主
犯
格
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
検
挙
を
指
揮
し
た
新
井
白

石
が
関
与
し
て
い
る
。
そ
の
随
筆
『
折
た
く
柴
の
記
』
に
、
庄
左
衛
門
の
手
記

か
ら
「
荻
野
（
誤
記
か
）
重
秀
か
ら
手
代
と
も
ど
も
賄
賂
を
受
け
取
っ
た
」
と

い
う
メ
モ
を
発
見
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
庄
左
衛
門
は
悪
銀

鋳
造
を
目
論
ん
だ
主
犯
と
疑
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
庄
左
衛
門
は
同
僚
の
銀
座
年
寄
ら
と
と
も
に
流
罪
と

な
り
、
四
年
後
の
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
没
し
た
。
光
琳
の
後
援
者
で

あ
っ
た
中
村
内
蔵
助
も
、
豪
奢
な
生
活
ぶ
り
を
咎
め
ら
れ
て
重
追
放
の
刑
に
処

さ
れ
た
。

（
二
）　
芦
舟
の
追
放
刑
と
そ
の
赦
免

こ
の
銀
座
役
人
の
取
締
事
件
に
つ
い
て
、
今
回
新
た
に
史
料
が
見
つ
か
り
、

追
放
後
の
芦
舟
ら
の
足
取
り
を
掴
む
こ
と
が
出
来
た
の
で
紹
介
し
た
い
。ま
ず
、

『
月
堂
見
聞
集
』（
江
戸
中
期
成
立
）
巻
七
、
銀
座
年
寄
ら
の
倅
ら
の
取
締
に
関

す
る
記
録
で
あ
る
（
以
下
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

　
　

申
渡
覚

銀
座
年
寄　

中
村
内
蔵
助

一�
、
銀
座
之
者
共
宝
永
七
年
巳
後
、
萩
原
近
江
守
一
人
の
は
か
ら
い
に
任
せ
、

位
な
き
銀
共
吹
出
し
候
の
み
に
あ
ら
ず
、
就
中
内
蔵
助
事
其
分
限
を
不

顧
、
過
奢
之
限
之
次
第
、
其
犯
罪
不
可
遁
、
仍
其
家
財
を
闕
所
せ
し
め
、
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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

追
放
の
重
科
に
行
は
れ
候
者
也
、

　
　
　

午
五
月
十
三
日

　
　

重
追
放

深
江
庄
左
衛
門
忰
庄
六
郎
、
十
五
歳 

九
八
郎
、
二
歳

中
村
四
郎
衛
門
忰
十
三
郎
、
十
九
歳 

弥
九
郎
、
十
三
歳

関
善
衛
門
忰
辻
之
助
。
十
一
歳
、
竹
八
郎
、

中
村
内
蔵
助
忰
時
之
助
、
十
四
歳 

信
弥
、
九
歳 

中
之
助
、
五
歳

一�

、
十
三
郎
生
六
郎
は
只
今
令
追
放
、
残
り
候
者
共
親
類
共
へ
預
け
置
、

十
五
歳
に
至
申
出
候
様
に
證
文
取
可
申
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
（
中
略
）

こ
の
記
録
か
ら
、
確
か
に
庄
六
郎
（
芦
舟
）
が
中
村
内
蔵
助
の
子
・
時
之
助

ら
と
と
も
に
重
追
放
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
重
追
放
は
、

追
放
刑
の
中
で
も
最
も
重
い
刑
罰
で
あ
り
、
居
住
し
て
い
た
国
・
事
件
を
起

こ
し
た
国
及
び
武
蔵
国
・
山
城
国
・
摂
津
国
・
和
泉
国
・
大
和
国
・ 
肥
前
国
・

下
野
国
・
甲
斐
国
・
駿
河
国
・
相
模
国
・
上
野
国
・
安
房
国 

上
総
国
・
下
総

国
・
常
陸
国 

の
十
五
か
国
と
、
東
海
道
筋
・
木
曽
路
筋
へ
の
立
ち
入
り
が
禁

じ
ら
れ
た
。

ま
た
、『
金
銀
座
書
留
』（
江
戸
前
期
起
筆
）
に
は
さ
ら
に
詳
し
い
記
載
が
確

認
で
き
た（

（2
（

。

　
　

見
出
し

　
　

銀
座
元
年
寄
倅
共
之
儀
ニ
奉
願
候
書
付

　
　
　
　
　

乍
憚
以
書
付
奉
願
上
候

銀
座
元
年
寄
中
村
内
蔵
助
倅　
　
　

　
　

唯
今
御
当
地
縁
者
共
方
に
掛
り
罷
在
候　
　
　
　
　
　

中
村　

時
之
助

当
辰
三
十
六
歳

右
時
之
助
親
内
蔵
助
、
弐
拾
弐
ヶ
年
以
前
正
徳
四
午
年
過
奢
之
御
咎
ニ
付
、

御
追
放
被
為
仰
付
、
享
保
七
寅
年
御
免
被
為
成
候
、
時
之
助
儀
は
、
其
節
若
年

ニ
付
一
家
共
へ
御
預
ヶ
被
為
成
、
享
保
六
年
丑
閏
七
月
京
都
町
御
奉
行
所
ニ

て
、
御
免
被
為
仰
付
候
、
親
内
蔵
助
儀
は
、
御
追
放
御
免
以
後
病
死
仕
候
、

同 

中
村
四
郎
衛
門
倅　
　
　

唯
今
京
都
縁
者
共
世
話
ニ
て
罷
在
候　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

弥
九
郎

　
　

当
辰
（
マ
マ
）

右
弥
九
郎
親
四
郎
右
衛
門
、
弐
拾
弐
ヶ
年
以
前
正
徳
四
午
年
荻
原
近
江
守
殿

内
々
之
任
証
文
、
度
々
ニ
銀
之
位
を
改
候
咎
ニ
付
、
遠
島
被
為
仰
付
、
正
徳
五

未
年
島
ニ
て
病
死
仕
候
、
弥
九
郎
は
其
節
若
年
ニ
付
一
家
共
え
御
預
ヶ
被
為

成
、
拾
五
歳
ニ
罷
成
候
節
、
京
都
ニ
て
御
追
放
、
右
同
丑
閏
七
月
御
免
被
為
仰

付
候
、

同
深
江
庄
左
衛
門
倅　
　
　

　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
江　

庄
六
郎

当
辰
三
拾
七
歳

右
庄
六
郎
親
庄
左
衛
門
儀
、
右
同
前
ニ
被
為
仰
付
、
享
保
三
戌
年
島
ニ
て
病

死
仕
候
、
庄
六
郎
義
は
京
都
ニ
て
御
追
放
、
右
同
丑
閏
七
月
御
免
被
為
仰
付

候
、
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…
（
中
略
）
…

右
中
村
時
之
助
、
同
弥
九
郎
、
深
江
庄
六
郎
、
関
辻
之
助
、
細
谷
太
郎
兵

衛
、
右
五
人
御
追
放
、
先
達
て
御
免
被
為
仰
渡
候
、
右
五
人
之
者
共
渡
世
無
御

座
候
ニ
付
、
何
と
そ
銀
座
之
末
役
え
相
加
り
、
家
業
ニ
離
レ
不
申
候
様
ニ
仕
度

奉
存
候
間
、
銀
座
よ
り
奉
願
呉
候
様
ニ
先
達
て
相
願
候
得
共
、
憚
多
見
合
罷
在

候
、
乍
然
最
早
渡
世
可
仕
様
無
御
座
候
由
、
達
て
相
歎
キ
願
申
候
、
右
銀
座
元

年
寄
五
人
御
咎
被
為
仰
付
砌
は
、
右
倅
共
何
れ
も
役
義
向
之
儀
、
曽
て
相
拘
り

候
儀
も
無
御
座
、
其
上
親
共
不
残
病
死
仕
、
倅
共
家
業
無
御
座
、
追
日
難
義
至

極
仕
、
相
歎
申
候
趣
、
無
拠
銀
座
中
之
者
一
同
ニ
奉
願
候
、
尤
五
人
共
ニ
相
様

シ
候
処
、
実
体
ニ
て
役
義
相
勤
兼
候
者
ニ
は
無
御
座
候
間
、
願
之
通
銀
座
末
役

え
も
相
加
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
御
慈
悲
を
以
被
為
仰
付
被
下
候
様
、
奉
願
上

候
、
以
上
、

銀
座
年
寄　
　
　
　
　
　
　
　

日
比
五
郎
左
衛
門

同　
　

中
村
吉
右
衛
門

同　

岸
部
次
郎
右
衛
門

同　
　

平
野
作
左
衛
門

右
の
書
付
に
よ
っ
て
、
時
之
助
を
筆
頭
に
中
村
弥
九
郎
、
深
江
庄
六
、
辻
之

助
が
そ
れ
ぞ
れ
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
七
月
に
京
都
追
放
か
ら
許
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
取
締
を
受
け
た
銀
座
年
寄
の
五
人
の
う
ち
、
時

之
助
の
父
・
中
村
内
蔵
助
の
み
が
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
生
還
し
た
ら
し

い
。
大
和
文
華
館
所
蔵
の
「
中
村
内
蔵
助
像
」
に
は
、
内
蔵
助
が
享
保
十
五
年

（
一
七
三
〇
）
四
月
二
十
五
日
に
死
去
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
生
還

し
た
記
録
が
発
見
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
五
人
の
倅
た
ち
が
追

放
を
赦
さ
れ
た
享
保
六
年
の
頃
、
芦
舟
は
数
え
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

こ
の
記
録
が
書
か
れ
、
銀
座
に
復
帰
し
た
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
は
、

数
え
三
十
七
歳
で
、
京
都
の
縁
者
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、『
金
銀
座
書
留
』
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

以
書
付
願
申
入
候

�　

拙
者
儀
、
去
秋
首
尾
能
帰
座
被
為
仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
仍
之
役
義
何

分
ニ
も
無
油
断
出
精
仕
度
、
相
勤
罷
在
候
処
、
去
年
十
月
中
よ
り
不
存
寄
大

病
相
煩
、
引
込
色
々
と
養
生
仕
、
漸
此
節
存
命
ニ
は
罷
在
候
得
共
、
大
病
後

中
々
肥
立
不
申
候
、
別
て
は
当
春
至
り
健
忘
之
性
候
様
ニ
罷
成
、
医
者
衆
え

も
段
々
相
談
見
申
候
得
共
、
急
ニ
全
快
覚
束
な
く
被
申
、
此
体
ニ
て
は
大
切

之
御
用
場
相
勤
候
義
無
心
元
奉
存
候
、
第
一
此
節
昼
夜
同
役
勤
方
も
厳
敷
、

致
苦
労
勤
候
様
子
之
処
、
永
々
引
込
罷
在
、
於
此
上
も
急
ニ
出
勤
難
仕
体
ニ

て
、
迷
惑
至
極
奉
存
候
間
、
御
ヲ
以
拙
者
病
気
全
快
迄
倅
九
八
郎
儀
、
名
代

ニ
差
出
シ
相
勤
さ
せ
度
御
座
候
、
此
段
御
聞
届
被
下
候
ハ
ヽ
、
可
忝
奉
存

候
、
仍
之
奉
願
候
、
以
上
、

　

元
文
二
年
巳
二
月

深
江　

庄
六
郎　

印

銀
座　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
年
寄
中
様　
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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

右
庄
六
郎
病
気
ニ
付
、
弟
九
八
郎
養
子
願
有
之
、
辰
十
一
月
ニ
御
附

紙
被
下
候
、
其
以
後
右
願
書
被
差
出
、
九
八
郎
は
巳
二
月
出
座
有
之
、

庄
六
郎
退
役
願
御
付
紙
は
、
別
段
ニ
無
之
、

右
は
、
銀
座
末
役
（
平
座
役
か
）
に
復
帰
し
た
庄
六
が
、
体
調
不
良
や
記
憶

障
害
に
悩
ま
さ
れ
、
庄
六
の
養
子
と
な
っ
た
弟
の
九
八
郎
に
代
わ
り
を
務
め

さ
せ
た
い
と
い
う
請
願
書
で
あ
る
。
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
当
時
芦
舟
は

三
十
九
歳
、
三
年
後
の
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
は
子
の
庄
七
が
生
ま
れ

る
。
体
調
面
は
そ
の
後
回
復
へ
と
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
頃
銀
座

勤
め
を
退
職
し
た
の
か
は
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
下
っ
た
時
期
の
記
録
に
な
る
が
、『
史
籍
雑
纂
』
に
収
録
さ
れ
た

「
家
伝
史
料
巻
六
」
に
は
、
当
時
の
銀
座
役
人
の
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
七
月
十
九
日
条
に
「
深
江
庄
左
衛
門
」
の
名
前
が
見

つ
か
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
芦
舟
や
芦
舟
の
弟
九
八
郎
、
子
の
庄
七
は
既
に
没
し

て
い
る
か
ら
、
深
江
の
親
戚
か
縁
者
が
庄
左
衛
門
を
世
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

庄
左
衛
門
の
名
が
銀
座
で
再
び
通
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
正
徳
四

年
の
事
件
か
ら
時
が
経
っ
て
、
再
び
銀
座
を
取
り
仕
切
る
名
家
と
し
て
環
境
が

整
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
庄
六
の
病
状
は
そ
の
後
回
復
し
、
銀
座
役
人

と
し
て
し
ば
ら
く
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い（

（2
（

。

以
上
、
芦
舟
の
銀
座
役
人
と
し
て
の
一
側
面
に
関
す
る
新
史
料
を
紹
介
し
て

き
た
。
芦
舟
は
成
人
を
迎
え
た
多
感
な
青
年
期
に
、
追
放
の
憂
き
目
を
見
て
い

た
。
二
十
二
歳
で
赦
免
さ
れ
た
後
、
三
十
七
歳
で
銀
座
に
復
帰
す
る
ま
で
の

十
五
年
も
の
間
は
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
間

に
実
家
の
あ
っ
た
京
都
に
戻
り
、
画
業
に
打
ち
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

ま
た
、
三
十
九
歳
か
ら
没
す
る
ま
で
の
二
十
年
の
間
も
、
芦
舟
が
い
つ
頃
銀

座
役
人
を
辞
し
た
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
改
め
て
『
稲

茎
』
の
芦
舟
に
つ
い
て
の
記
述
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
善
亭
が
芦
舟
と
面
識

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
当
た
る
三
十
代
後
半
か
ら
晩
年

に
か
け
て
の
間
、
芦
舟
は
「
銀
座
人
之
内
」
で
あ
り
、「
光
琳
風
ヲ
ヨ
ク
画
」

い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
芦
舟
は
壮
年
期
か
ら
晩
年

期
ま
で
の
間
、
絵
画
制
作
と
銀
座
で
の
職
務
と
両
立
し
続
け
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
江
戸
後
期
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
芦
舟
が
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
て
き
た
か
、
ま
た
実
際
に
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
て
き
た
の
か
を
概
観

し
て
き
た
。第
一
章
で
は
、
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
絵
師
・
酒
井
抱
一
が
、『
尾

形
流
略
印
譜
』
以
後
も
芦
舟
の
作
品
に
関
与
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

こ
の
指
摘
は
『
古
画
備
考
』
の
「
上
人
誤
テ
印
譜
ニ
入
ト
云
」
の
記
述
と
食
い

違
う
も
の
の
、
抱
一
に
よ
る
箱
書
き
を
有
す
る
と
い
う
「
梅
月
図
」
や
、
抱
一

が
親
し
く
し
た
水
戸
徳
川
家
伝
来
の
芦
舟
筆
「
秋
草
風
呂
先
屏
風
」
の
売
立
記

録
が
あ
り
、
等
閑
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
時
に
、「
住
吉
家
古
画
留
帳
」

や
大
正
・
昭
和
期
の
売
立
目
録
か
ら
、
芦
舟
作
品
が
わ
ず
か
な
が
ら
も
江
戸
周

辺
で
鑑
定
さ
れ
た
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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第
二
章
で
は
、
父
・
庄
左
衛
門
銀
座
役
人
の
取
り
締
ま
り
を
機
に
、
芦
舟
が

ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
か
を
論
じ
て
き
た
。
重
追
放
の
罰
を
解
か
れ
た

二
十
二
歳
か
ら
銀
座
役
人
に
復
帰
す
る
三
十
七
歳
ま
で
空
白
の
期
間
が
あ
り
、

ま
た
、
三
十
九
歳
で
休
職
後
没
す
る
ま
で
も
ど
の
よ
う
に
生
計
を
立
て
て
い
た

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
期
間
に
、
芦
舟
は
絵
画
制
作
に
取
り
組
ん

だ
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

芦
舟
の
作
品
分
析
に
つ
い
て
は
、
山
根
有
三
氏
や
西
本
周
子
氏
に
よ
る
先
行

研
究
が
あ
る
が（

（3
（

、
そ
れ
ら
は
特
定
の
主
題
の
作
品
に
つ
い
て
の
考
察
が
主
体
で

あ
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
先
行
研
究
と
今
回
の
研
究
を
軸
に
、
ま
た
本

稿
で
も
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
新
発
見
作
品
い
く
つ
か
を
交
え
て
、
芦
舟
筆
と

考
え
ら
れ
る
全
て
の
作
品
を
分
析
し
、
芦
舟
の
作
風
変
遷
を
論
じ
て
ゆ
き
た

い
。

【
参
考
文
献
】

（
1
）�　

江
戸
後
期
に
お
け
る
芦
舟
評
価
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。
安
田
篤
生
「
江

戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
の
変
遷
に
つ
い
て
（
下-

五
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報

告
』
二
〇
一
五
年
三
月
、
十
三
～
十
四
頁
）。

（
2
）�　

水
尾
博
「
蘆
舟
筆　

葛
の
細
道
図
屏
風
」（『
國
華
』
七
六
七
号
、
一
九
五
六
年
、

三
四
頁
・
三
九
頁
）。

（
3
）�　
『
文
晁
画
談
』
に
よ
れ
ば
、「
光
琳
を
賞
す
る
人
多
き
に
よ
り
て
贋
作
甚
だ
多

し
」「
今
に
至
り
て
ハ
光
琳
と
鑑
す
れ
ハ
持
主
悦
び
、
宗
達
な
り
と
申
せ
は
、
持
主

不
満
の
気
色
」
と
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
文
晁
画

談
」（https://w

ebarchives.tnm
.jp/dlib/detail/4993

、
二
〇
二
二
年
十
二
月

二
十
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
4
）�　

玉
蟲
敏
子
「《
光
琳
観
の
変
遷
》
一
八
一
五
―
一
九
一
五
」（『
美
術
研
究
』

三
七
一
号
、
一
九
九
九
年
三
月
、
三
頁
）。

（
5
）�　

な
お
、
抱
一
没
後
に
中
野
其
明
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
補
版
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
、
画
人
名
を
「
芦
舟
」
に
訂
正
し

て
い
る
が
、「
光
琳
遺
風
／
何
人
か
し
ら
す
」
と
、
原
書
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
内

容
を
伝
え
て
い
る
。

（
6
）�　

新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
古
画
備
考
』「
光
悦
派
」http://kotenseki.

nijl.ac.jp/biblio/100269694/view
er/1783

、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
九
日

最
終
閲
覧
） 

。

　
　

ま
た
、
近
年
出
版
さ
れ
た
原
本
『
古
画
備
考
』
の
翻
刻
・
校
訂
版
を
参
照
し
た
。

　
　

�

古
画
備
考
研
究
会
『
校
訂　

原
本　

古
画
備
考
』（
全
５
巻
）（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
二
二
年
十
一
月
）。

（
7
）�　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「『
扶
桑
画
人
伝
』
４
」（https://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/851574

、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
九
日
最
終
閲

覧
）。

（
8
）�　

本
稿
の
校
正
の
段
階
で
、
国
立
国
会
図
書
館
が
公
開
す
る
『
扶
桑
名
画
伝
』
に

蘆
々
子
の
項
を
発
見
し
た
。（
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
扶
桑
名

画
伝
』https://dl.ndl.go.jp/pid/2551792/1/94

、
二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日

最
終
閲
覧
。）

　
　

�

本
書
は
、
信
州
須
坂
藩
の
十
一
代
藩
主
・
堀
直
格
が
編
纂
し
た
画
人
伝
で
あ
る
。

堀
は
蔵
書
家
・
書
画
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
朝
岡
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

活
動
し
た
。
本
文
中
に
は
、「
蘆
々
子　

姓
諱
と
も
に
し
ら
れ
ず　

蘆
々
子
或
は

一
樹
と
号
す　

其
画
風
緒
方
光
琳
に
似
た
り
と
い
へ
り　

貞
享
頃
の
人
な
る
べ
し

　

緒
方
流
略
印
譜
云　

蘆
々
子
光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り 

一
樹
と
号
す
元
禄
以

https://webarchives.tnm.jp/dlib/detail/4993
http://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100269694/viewer/1783
http://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100269694/viewer/1783
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/851574
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/851574
https://dl.ndl.go.jp/pid/2551792/1/94�A2023
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深
江
芦
舟
の
評
伝
と
生
涯
に
つ
い
て

前
の
も
の
成
べ
し
」
と
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
本
書
が
い
つ
頃
に

書
か
れ
た
も
の
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
「
蘆
々
子
（
蘆
舟
）
一
樹
同

人
説
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
「
一
樹
」
か
ら

「
元
禄
以
前
の
人
」
と
い
う
記
述
が
芦
舟
の
項
に
引
用
さ
れ
て
い
る
点
で
注
目
す

べ
き
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
記
述
が
後
述
の
近
代
の
芦
舟
観
の
転
換
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
追
求
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
9
）�　

新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「『
住
吉
家
古
画
留
帳
』」（https://kotenseki.

nijl.ac.jp/biblio/100265173/view
er/1

、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
九
日
最
終

閲
覧
）。

（
10
）�　

た
だ
し
、
こ
の
売
立
目
録
上
で
の
作
者
の
表
記
は
「
芦
々
子
」
で
あ
っ
た
。

（
11
）�　

牧
野
宏
子
「
酒
井
抱
一
と
水
戸
徳
川
家
：
抱
一
晩
年
の
一
資
料
」（『
成
城
国
文

学
』
三
号
、
一
九
八
七
年
三
月
、
二
十
二
～
二
十
五
頁
）。

（
12
）�　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「『
い
な
く
き
』　

六
巻
」

　
　

�　
（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2608299

、
二
〇
二
二
年
十
二
月

二
十
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
13
）�　
「
千
住
の
酒
合
戦
と
文
人
た
ち
」（https://w

w
w

.city.adachi.tokyo.jp/

docum
ents/23367/22.pdf 

、
二
〇
二
三
年
一
月
三
日
最
終
閲
覧
）。

（
14
）�　
「
蘆
舟
筆　

四
季
草
花
図
」（『
国
華
』
一
六
八
号
、
一
八
八
九
年
十
月
、
二
四
七

～
二
四
八
頁
）。

（
15
）�　
「
藝
林
畫
譜
第
九
集 

朝
顔
の
卷
」（
芸
林
画
譜
』
一
九
二
一
―
一
九
二
三
年
、
仏

教
芸
術
院

　
　

�https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/923951 

、
二
〇
二
三
年
一
月
三
日
最
終

閲
覧
）。

（
16
）�　

展
覧
会
図
録
に
は
、「
蘆
舟
に
つ
い
て
は
宗
達
弟
子
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

す
る
む
き
も
あ
る
」「
光
琳
よ
り
は
古
調
な
も
の
を
持
っ
て
お
り
、
光
琳
以
前
に
在

世
し
た
宗
達
畫
風
の
継
承
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
国

立
博
物
館
編
『
宗
達
光
琳
派
図
録
』、
便
利
堂
、
一
九
五
二
年
）。

（
17
）�　

三
渓
の
長
男
・
善
一
郎
が
芦
舟
作
品
を
好
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
所
在

不
明
の
「
草
花
図
屏
風
」
は
、
善
一
郎
婚
礼
を
祝
し
て
、
古
筆
研
究
家
の
田
中
親

美
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
矢
代
幸
雄
「
三
溪
先
生
の
古
美
術
手
記

（
そ
の
４
）」（『
大
和
文
華
』
二
〇
号
、
一
九
五
六
年
六
月
、
四
十
七
～
四
十
八

頁
）。

（
18
）�　

玉
蟲
敏
子
『
俵
屋
宗
達 

金
銀
の
〈
か
ざ
り
〉
の
系
譜
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
、
二
～
二
五
頁
）。

（
19
）�　

古
田
亮
『
俵
屋
宗
達 

琳
派
の
祖
の
真
実
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
四

～
一
七
八
頁
）。

（
20
）�　

相
見
香
雨
「
深
江
蘆
舟
の
墳
墓
発
見
を
め
ぐ
つ
て
」（『
大
和
文
華
』
三
十
一
号
、

大
和
文
華
館
、
一
九
五
九
年
九
月
、
十
六
〜
二
十
九
頁
）。

（
21
）�　

田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
、
十
四
頁
お
よ

び
二
十
四
頁
）。

（
22
）�　
『
月
堂
見
聞
集
巻
之
七
』（
森
銑
三
、
北
川
博
邦
監
修
『
近
世
風
俗
見
聞
集
別
巻 

２
』
掲
載
、
國
書
刊
行
會
、
一
九
八
一
年
）。

（
23
）�　
「
銀
座
諸
道
具
落
札
」（『
國
寶
』
第
五
巻
一
～
四
、六
号
、
一
九
四
二
年
）。
い

つ
頃
、
誰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
不
明
の
史
料
で
あ
る
が
、
一
つ
一
つ
の
物
品
の

取
引
額
や
買
い
手
に
つ
い
て
、
取
引
し
た
日
付
ま
で
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

『
月
堂
見
聞
集
』
に
も
一
部
同
じ
内
容
の
記
述
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書

は
実
際
に
行
わ
れ
た
落
札
を
筆
録
し
た
信
憑
性
高
い
文
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
24
）�　
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』（
清
文
堂
資
料
叢
書 

第
五ｰ

六
刊
、
一
九
七
三
年
）

に
は
、『
銀
座
諸
道
具
落
札
』
と
同
じ
く
闕
所
事
件
の
後
の
売
立
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
誤
字
や
合
計
金
額
の
誤
り
が
多
く
、
な
お
か
つ
没
収
し
た
金
額
や
土
地

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2608299
https://www.city.adachi.tokyo.jp/documents/23367/22.pdf
https://www.city.adachi.tokyo.jp/documents/23367/22.pdf
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/923951


− 18−− 18−

の
価
格
、
そ
の
用
途
に
つ
い
て
大
ま
か
に
伝
え
る
に
留
め
て
い
る
。

（
25
）�　

ナ
カ
イ
・
ケ
イ
ト
・
Ｗ
・
中
井 

義
幸
「
新
井
白
石
自
筆
「
荻
原
重
秀
弾
劾
書
」

草
稿
」（『
史
学
雑
誌
』
八
十
九
号
、
一
九
八
〇
年
、
一
五
四
二
～
一
五
五
三
頁
）。

（
26
）�　

加
え
て
、
新
井
白
石
は
朝
鮮
通
信
使
へ
の
待
遇
を
変
更
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

が
、
庄
左
衛
門
は
長
崎
銀
座
に
お
い
て
頻
繁
に
唐
人
、
朝
鮮
通
信
使
、
琉
球
人
ら

と
交
流
を
し
、
銀
の
贈
与
な
ど
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
追
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
て

こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

（
27
）�　

西
脇
康 

校
訂
・
補
編
『
貨
幣
叢
書
11
『
銀
座
万
覚
書
（
上
）』
京
都
銀
座
役
所

年
寄
の
手
帳
』（
書
信
館
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、
五
十
八
頁
）。

（
28
）�　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「『
史
籍
雑
纂
』
第
三
巻 

」 

（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1912995

、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
九

日
最
終
閲
覧
）。

（
29
）�　

筆
者
は
、
金
戒
光
明
寺
調
査
の
折
、
芦
舟
の
墓
石
の
す
ぐ
近
く
に
、「
文
政
三

庚
辰
六
月
廿
九
日
卒 

俗
名 

深
江
庄
左
衛
門 

□
□ 

行
年
七
十
三 

江
戸
清
川
氏
建

之
」
と
あ
る
別
の
墓
石
を
発
見
し
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
頃
、
こ
の
頃
の

深
江
の
縁
者
が
銀
座
役
人
の
地
位
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
江

戸
に
親
し
い
人
が
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
30
）�　

山
根
有
三
「
新
出
の
深
江
蘆
舟
筆
・
草
花
図
屏
風
を
め
ぐ
つ
て
−
蘆
舟
の
画
風

展
開
試
論
」（『
國
華
』
一
一
九
六
号
、
一
九
九
五
年
七
月
、
三
～
十
三
頁
）
お
よ

び
「
深
江
蘆
舟
筆
・
蔦
の
細
道
図
屏
風
を
め
ぐ
っ
て
―
蘆
舟
の
画
風
展
開
試
論
―

続
―
」（『
國
華
』
一
二
〇
二
号
、
一
九
九
六
年
一
月
、
一
～
十
三
頁
）。

　
　

�

西
本
周
子
「
深
江
芦
舟
の
絵
画
作
品
」（『
琳
派
絵
画
全
集 

光
琳
派 

二
』、
日
本
経

済
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
三
十
七
〜
四
十
頁
）。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1912995

